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 ࡟ࡵࡌࡣ
 
平成 29 年 3 月ࠊࡣ࡟዆⨾⩌島国❧බᅬࡀ 34 番目ࡢ国❧බᅬ࡚ࡋ࡜タ⨨ࡋࡲࢀࡉ

平成࡚ࡋࡑࠋࡓ 30 年ᗘࡣ࡟዆⨾⩌島ࡀἈ⦖ࡢㅖᆅ域࡜ඹ࡟ୡ⏺⮬↛㑇⏘࡟ㄆᐃࡉ

⏕ࡢ዆⨾⩌島ࡓࡗ࠿࡞ᑡࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉὀ目ࡣ࡚ࡘ࠿ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡀ࡜ࡇࡿࢀ

ࡢෆ┴ࡽ࠿年๓ᩘࡶ鹿児島大学࡛ࠊࡀࡍࡲࡾ࠶ࡘࡘࢀࡉ▱ㄆ࡟ୡ⏺ⓗࡀከᵝᛶࡢ≀

዆⨾⩌島ࡴྵࢆ⸃南ㅖ島ࡢ≀⏕ࠊ࡚࠸࠾࡟ከᵝᛶࢆ研究ࡋ教育ࡍ࠿⏕࡟ດຊࢆ㔜ࡡ

平成࡚ࡋࡑࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ 27 年ᗘᩥࡣ࡟㒊⛉学┬ࢆ㈝⤒ู≉ࡿࡼ࡟ᚓࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

教育ᣐⅬᙧ成ࡿࡍ㛵࡟ಖ඲ࡢࡑ࡜ከᵝᛶ≀⏕ࡢ南ㅖ島⸂ࠕ ࢀࡑࠋࡓࡋࡲࡋᐇ᪋ࠖࢆ

平成ࡾࡼ࡟ 27 年 4 月ࡽ࠿዆⨾市ᥦ౪ࡢᘓ≀࡟教ဨࡀᖖ㥔ࡿࡍ国際島嶼教育研究セ

ンター዆⨾ศᐊࢆタࠊࡅ዆⨾⩌島ᆅ域࡛ࡢ研究࣭教育ࡢάᛶ໬ࢆᅗࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ

平成 27 年ᗘࡀ国❧大学ἲேࡢ୰ᮇィ⏬➨㸰ᮇ 6 年㛫᭱ࡢ⤊年ᗘ࡛ࠊ࡟ࡵࡓࡓࡗ࠶

平成ࡓࡗࡲጞࡀ㸱ᮇ➨ࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞࡜༢年ᗘ࡛⤊஢ࡣࢺク࢙ࢪࣟࣉྠ 28 年ᗘ࠿

ࡽ 4 年ィ⏬ࠕࡢ⸃南ㅖ島ࡢ⏕≀ከᵝᛶࡢࡑ࡜ಖ඲࡟㛵ࡿࡍ教育ᣐⅬᩚഛࠖࠊ࡚ࡋ࡜

෌ฟ発ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ平成 27 年ᗘࡢ成ᯝᴫせࠊࡣ南太平洋海域調査研究報告 No.57
平成ࠋࡓࡋࡲࡋ⾲බ࡟年ᗘᮎྠ࡚ࡋ࡜ 28 年ᗘࡢࡽ࠿ 4 年ィ⏬࢙ࢪࣟࣉࡢク࡟ࢺ㛵

ࡣ࡚ࡋ࡜報告᭩ࠊࡀࡍࡲ࠸行ࢆ➼ẖ年成ᯝ発⾲఍ࠊࡣ࡚ࡋࡲࡋ 2 年ࡿࡵ࡜ࡲ࡟࡜ࡈ

平成ࠋࡓࡋࡲࡋ࡜࡜ࡇ 29 年ᗘࡀ 2 年目ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࡞࡜௒ᅇࡣ 2 年㛫ࡢ成ᯝࢆᮏ

報告᭩ୖ࡚ࡋ࡜ᱻࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍ 
 ᮏ࢙ࢪࣟࣉクࡣ࡛ࢺ国際島嶼研究センターྠ࡜዆⨾ศᐊࡢࡑࡀ୰ᚰⓗᙺ๭ࢆᢸ

⣙ࡢ鹿児島大学ࡶ࡟௨እࢀࡑࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡗ 40 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ㛵ಀࡀ⪅研究ࡢྡ

ࡢ♏ᇶࠊேᩥࠊỈᅪࠊ≀㝣ୖືࠊ≀㝣ୖ᳜ࠊ࡟ࡵࡓࡢከேᩘ࡟࠺ࡼࡢࡑ 5 ࡟⌜ࡢࡘ

ศ࡚ࡅάືࢆ㐍ࡢ⌜ࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡍࡲ࠸࡚ࡵ研究成ᯝࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᮏᩥࡈࢆぴࡓ࠸

࠶ࡀ➼ほᐹ఍ࠊ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩࠊ∧ฟࠊࡣ࡚ࡋ࡜άືࡢ࡚ࡋ࡜඲య⌜࡚ࡋ࡟࡜ࡇࡃࡔ

 ࠋࡍࡲࡾ
ฟ∧άືࡣ一⯡ྥࡢࡅ᭩⡠ࢆ年࡟ 1 ෉ฟ∧ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡟࡜ࡇࡿࡍ平成 27 年ᗘ

ᚲせ࡛ࡀ✚⵳ࡢ研究教育࡟࡛ࡲࢀࡑࡣ࡟ࡵࡓࡿࡵጞࢆࢺク࢙ࢪࣟࣉࡢ㈝⤒ู≉࡟

報告ࡢࡽ࠿⥺ከᵝᛶ-研究᭱๓≀⏕ࡢ዆⨾⩌島ࠕ࡚ࡵ࡜ࡲࢆࡽࢀࡑࠊࡾ࠶ （ࠖ南᪉᪂

♫, 389pp）ྠࢆ年ᗘᮎ࡟ฟ∧ࠋࡓࡋࡲࡋ平成 28 年ᗘࡣࡽ࠿ᐇ㉁ⓗ࡟ᮏ࢙ࢪࣟࣉク

዆ࠕࠊࡾ࡞࡜୰ᚰࡀ⌜≀㝣ୖືࡣ᫖年ᗘࠊࡀࡓࡋࡲࡾࡲጞࡀ∧ฟࡓࡋ࡟ᇶࢆ成ᯝࡢࢺ

⨾⩌島ࡢእ᮶⏕≀ ⏕ែ⣔࣭೺ᗣ࣭㎰ᯘỈ⏘ᴗࡢ࡬⬣ጾ （ࠖ南᪉᪂♫, 245pp）ࢆฟ

平成ࠋࡓࡋࡲࡋ∧ 29 年ᗘࡀ⌜≀᳜ࡶ୰ᚰࡌྠ࡚ࡗ࡞࡜ฟ∧♫ࡽ࠿⣙ 250 㡫ࠕࡢ዆

⨾⩌島ࡢ㔝⏕᳜≀࡜᱂ᇵ᳜≀ ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗධ࡟ẁ㝵⤊᭱ࡢࡵࡓࡿࡍ∧ฟ࡟年ᗘᮎࠖࢆ

ḟ年ᗘ௨㝆ࡶỈᅪࠊேᩥ⌜ࡀฟ∧ࡢィ⏬ࠋࡍࡲ࠸࡚࡚❧ࢆ 
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࡞࡜୰ᚰࡀ⌜≀ືࡣ᫖年ᗘࠊ࡚ࡋ࡜࡜ࡇ࠺㸯ᗘ዆⨾⩌島࡛行࡟年ࡶ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ 

✀እ᮶ࡢ南ㅖ島⸂ࠕࡾ 平成ࠊ࡚࠸ࡘࠖ࡟ 29 年 3 月 4 日࡟዆⨾大島࡛㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ

௒年ᗘࡶ 3 月 3 日ࠕࠊࡀ⌜≀᳜࡟዆⨾࡜≀᳜ࡢୡ⏺⮬↛㑇⏘ࠖࢩ࠺࠸࡜ン࣒࢘ࢪ࣏

ࡋ࡛ࡿ࡞࡟࡜ࡇ࠺行ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ࡟ᵝྠࡶ᮶年ᗘ௨㝆ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ࡜࡜ࡇ࠺行ࢆ

平成ࡓࡲࠋ࠺ࡻ 29 年 6 月ࡣ࡟ᮏ࢙ࢪࣟࣉク࣓ࡢࢺンࣂーࡀᐇ行ጤဨ఍ࠊ࡚ࡗ࡞࡜

日ᮏ⇕ᖏ⏕ែ学఍ࢆ዆⨾市࡛㛤ദࡋ 120 ࣏ンࢩࡢ学఍᭱ᚋࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀཧຍࡢྡ

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋཧຍࡃከᩘࡶ࡟᪉ࡢᆅ域ࠊࢀࡉබ㛤ࡶ࡟⯡一ࡣ࣒࢘ࢪ
 ⮬↛ほᐹ఍ࠊࡣ㝣ୖ᳜≀࡜Ỉ⏺⏕≀ࡀẖ年ྛ 1 ᅇࡣࡓࡲ 2 ᅇ行ࡶࢀࡎ࠸ࠊ࠸ 40
ྡ๓ᚋࡢ᪉࡟ཧຍ࡚ࡋ㡬ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋࡲࡁ዆⨾ศᐊ࡛ࡣᑠ࡞ࡉセࢼ࣑ーࠊࡸᆅ元

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ㛤ദࡶẖ年ఱᅇࢆ࡝࡞⩏ฟ๓ㅮࡢ学ᰯ࡛ࡢ
᭱ᚋࠊ࡟ᮏ஦ᴗࢆ行ࡈࡾࡓ࠶࡟࠺༠ຊࡓ࠸ࡔࡓ࠸ᆅ域ࡢఫẸࡢⓙᵝ࡚ࡋࡑࠊ዆⨾

市ࡸ዆⨾⩌島ᗈ域஦ົ⤌ྜࢆ୰ᚰࡓࡋ࡜⸃南ㅖ島ࡿࡅ࠾࡟行ᨻᶵ㛵ࡢⓙᵝ࡟ឤㅰ

 ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦ࢆ
 

平成 30 年 2 月 5 日 
 ⾲௦ࢺク࢙ࢪࣟࣉ

㕥ᮌⱥ἞ 
Ἑྜ ῱ 
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࠙2016 年࣋࢖ンࠚࢺ 
 ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ
2016 年 2 月 24 日ࠊ዆⨾市ྡ℩බẸ㤋㔠ஂศᐊ࡚࠸࠾࡟⏕≀ከᵝᛶࢩンࠕ࣒࢘ࢪ࣏዆

⨾⩌島ࡢ⏕≀ከᵝᛶ㸸ࡢࡑ㨩ຊࢆ෌発ぢࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 
平成 27 年ᗘ⸃南ㅖ島ࡢ⏕≀ከᵝᛶ研究成ᯝྜྠ発⾲఍ 
2016 年 4 月 4 日ᩥࠊ㒊⛉学┬≉ู⤒㈝ࠕ⸃南ㅖ島ࡢ⏕≀ከᵝᛶࡢࡑ࡜ಖ඲࡟㛵ࡍ

教育研究ᣐⅬᙧ成ࡿ ែ⣔⏕ࡿࡅ࠾࡟዆⨾⩌島ࠕ鹿児島大学㔜Ⅼ㡿域研究（⎔ቃ）ࠊࠖ

ಖ඲研究ࡢ᥎㐍 ከᵝᛶಖ≀⏕ࡢỈ㝣ቃ⏺域ࡿࡅ࠾࡟ள⇕ᖏ⏕ែ⣔ࠕ研㈝（A）⛉ࠊࠖ

඲ࡢ研究ࠖྠྜࡢ研究発⾲఍ࢆ㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 
ほᐹ఍ 
2016 年 8 月 9 日ࠕࠊ዆⨾大島ྜྠ࢖ン࣭ࣜーࢲー研ಟ఍࡛ࠖᑠ୰学⏕ྥ᳜࡟ࡅ≀ほ

ᐹࡢᣦᑟࠋࡓࡋࡲࡋࢆ 
 
市Ẹㅮᗙ 
鹿児島大学⥲ྜ研究༤≀㤋୺ദࠊ዆⨾市教育ጤဨ఍࣭鹿児島大学ࠕ⸃南ㅖ島ࡢ⏕≀

ከᵝᛶࡢࡑ࡜ಖ඲࡟㛵ࡿࡍ教育ᣐⅬᩚഛ ≀዆⨾市❧዆⨾༤ࠊඹദ࡛ࢺク࢙ࢪࣟࠖࣉ

㤋2016ࠊ࡚࠸࠾࡟ 年 8 月 27 日ࠊ鹿児島大学⥲ྜ研究༤≀㤋➨ 32 ᅇ市Ẹㅮᗙࠕ⌰

⌫ิ島ࣅ࣊ࡢ㢮ࡢ㉳※ 2016ࠊࠖ 年 8 月 27 日㹼9 月 25 日࡟≉ูබ㛤ࠕ⌰⌫ิ島᭱ྂ

▼໬ࡢᒓࣈࣁࡢ  ࠋࡓࡋࡲࡋ㛤ദࢆࠖ▼໬ࡢṑࡢࢠࢧ࢘クࣟࣀ࣑࣐࢔ࠕࠖ
 
ほᐹ఍ 
2016 年 9 月 17 日ࠊ዆⨾市大὾海὾බᅬ࡚࠸࠾࡟➨୕ᅇ዆⨾ࡢ዆⨾ࡢ⏕≀ከᵝᛶほ

ᐹ఍ࢧࠕンࢆ≀ࡁ⏕ࡢ♋ࢦほ࡚ゐ࡚ࡗឤ࠺ࡼࡌ㸟ࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 
ほᐹ఍ 
2016 年 12 月 24 日ࠊ㱟㒓⏫዆⨾⮬↛ほᐹࡢ᳃࡚࠸࠾࡟➨ᅄᅇ዆⨾ࡢ⏕≀ከᵝᛶほ

ᐹ఍ึࠕ෤ࡢ዆⨾࡛᳃ࡢᮌࢆぢࡿ఍ࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 

࠙2017 年࣋࢖ンࠚࢺ 
 ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ
2017 年 3 月 4 日࡟዆⨾市 AiAi 平成࡚࠸࠾࡟ࡤࢁࡦ 28 年ᗘ鹿児島大学⏕≀ከᵝᛶ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ㛤ദࢆࠖ✀እ᮶ࡢ南ㅖ島⸂ࠕ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ
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平成 28 年ᗘ成ᯝ発⾲఍ 
2017 年 4 月 22 日(ᅵ)ᩥ࡟㒊⛉学┬≉ู⤒㈝࢙ࢪࣟࣉクࠕࢺ⸃南ㅖ島ࡢ⏕≀ከᵝᛶ

平成ࡢ教育研究ᣐⅬᩚഛࠖࡿࡍ㛵࡟ಖ඲ࡢࡑ࡜ 28 年ᗘ成ᯝ発⾲఍ࢆ行ࠋࡓࡋࡲ࠸ 
 
➨ 27 ᅇ日ᮏ⇕ᖏ⏕ែ学఍年ḟ大఍ 
2017 年 6 月 16ࠥ19 日࡟➨ 27 ᅇ日ᮏ⇕ᖏ⏕ែ学఍年ḟ大఍ࢆ዆⨾ᩥ໬センターࢆ

఍ሙࠊ࡚ࡋ࡜日ᮏ⇕ᖏ⏕ែ学఍୺ദࠊ国際島嶼教育研究センター࣭዆⨾市࣭዆⨾⩌

島ᗈ域஦ᴗ⤌ྜඹദ࡛㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 
෗┿ᒎࠕ大島海ᓙࡢࡶࡁ࠸ࠊ᪂発ぢࠖ 
2017 年 8 月 6 日ࠥ9 月 10 日࡟℩ᡞෆ⏫❧ᅗ᭩㤋࣭㒓ᅵ㤋࡛ࠊ෗┿ᒎࠕ大島海ᓙࠊ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ㛤ദࢆ᪂発ぢࠖࡢࡶࡁ࠸
 
ほᐹ఍͇ࠕ‶月ࡢኪ࡟Ὃࢆ࢖࢝ࢦ͇ࡍࡔࡂ᥈ࠖ࠺ࡼࡳ࡚ࡋ 
2017 年 8 月 22 日࡟℩ᡞෆ⏫ᡭᏳࡢᱞᶫ࡛ほᐹ఍͇ࠕ‶月ࡢኪ࡟Ὃ࢖࢝ࢦ͇ࡍࡔࡂ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ㛤ദࢆࠖ࠺ࡼࡳ࡚ࡋ᥈ࢆ
 
ほᐹ఍ࠕ዆⨾ࡢ海ᓊ᳜≀ほᐹ఍ࠖ 
2017 年 8 月 27 日࡟ᅵ┒海ᓊ࡛ほᐹ఍ࠕ዆⨾ࡢ海ᓊ᳜≀ほᐹ఍ࠖࢆ㛤ദࠋࡓࡋࡲࡋ 
 
ほᐹ఍ࠕ෤ࠖࠥ㦂య査調ែ⏕ࢠࢧ࢘ࣟクࣀ࣑࣐࢔ࠥ࠺ࡇṌࢆᓅ‴‮ࡢ 
2017 年 12 月 23 日➨࡚࠸࠾࡟ᓅ‴‮࡟ 5 ᅇࣜ࡜ࡉࡿࡩーࢲー዆⨾ሿ㸤➨ 7 ᅇ዆⨾

ࠖࠥ㦂య査調ែ⏕ࢠࢧ࢘ࣟクࣀ࣑࣐࢔ࠥ࠺ࡇṌࢆᓅ‴‮ࡢ෤ࠕከᵝᛶほᐹ఍≀⏕ࡢ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ㛤ദࢆ
 

 ࠚࢪー࣒࣌ー࣍ࢺク࢙ࢪࣟࣉ࠙
http://cpi.kagoshima-u.ac.jp/gaisan/index.html 
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࠙2016年ฟ∧≀ࠚ

᭩⡠

㕥ᮌⱥ἞࣭Ἑྜ ῱࣭ᒣᮏᬛᏊ࣭᱓ཎᏘ㞝࣭ᆏᕳ⚈Ꮥ（⦅）(2016)ࠗ዆⨾⩌島ࡢ⏕

≀ከᵝᛶ̿研究᭱๓⥺ࡢࡽ࠿報告࠘ 393 pp, 南᪉᪂♫

㕥ᮌⱥ἞࣭᱓ཎᏘ㞝࣭平 ⍞ᶞ࣭ᒣᮏᬛᏊ࣭ᆏᕳ⚈Ꮥ࣭Ἑྜ ῱（⦅）(2016)ࠗ⏕

≀ከᵝᛶ࡜ಖ඲̿዆⨾⩌島ࢆ౛̿࡟（ୖ）㝣ୖ᳜≀࣭㝣ୖື≀࣭ᇶ♏⦅࠘鹿児島大

学島嶼研ࣈックࣞッࢺ No.4, 74 pp, ໭ᩯ᭩ᡣ

㕥ᮌⱥ἞࣭᱓ཎᏘ㞝࣭平 ⍞ᶞ࣭ᒣᮏᬛᏊ࣭ᆏᕳ⚈Ꮥ࣭Ἑྜ ῱（⦅）(2016)ࠗ⏕

≀ከᵝᛶ࡜ಖ඲̿዆⨾⩌島ࢆ౛̿࡟（ୗ）Ỉᅪ࣭ே࡜⮬↛⦅࠘鹿児島大学島嶼研ࣈ

ックࣞッࢺ No.5, 76 pp, ໭ᩯ᭩ᡣ

㕥ᮌⱥ἞࣭Ἑྜ ῱࣭ᒣᮏ᐀❧（⦅）(2016)ࠗ 平成 27 年ᗘᩥ㒊⛉学┬≉ู⤒㈝（ࣉ

教育研究ᣐⅬᙧ成άື報告ࡿࡍ㛵࡟ಖ඲ࡢࡑ࡜ከᵝᛶ≀⏕ࡢ南ㅖ島⸂（ࢺク࢙ࢪࣟ
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㎰ᯘỈ⏘ᴗࡢ࡬⬣ጾ̿࠘iv+245 pp, 南᪉᪂♫
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